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自由民主党千葉県議会議員会 

◎令和６年度千葉県当初予算のあらまし 

 令和６年度千葉県当初予算については既

に新聞報道等で明らかになっておりますが

次のとおり原案可決されました。 

 一般会計が前年度比４．１％減の総額２

兆１０７７億円。新型コロナ対応経費が半

減したのが主因で、この対応経費を除くと

１兆９５７３億円で過去最大の予算規模に

なります。 

 一般会計歳入のうち、県税収入は約１２

４億円減額の９１８５億円で前年度比１．

３％減。堅調な企業業績から法人２税（法

人事業税・法人県民税）は１８３７億円と

約２９億円増に対し、個人県民税が定額減

税の影響により２７４７億円と約２２億円

減。地方消費税が輸入額減少などにより２

９８３億円と約１５０億円減になる見込み

によります。また地方特例交付金は２２０

億円と１７９億円増で定額減税に伴う減収

補填で、地方交付税は２３２０億円で１０

億円減、国庫支出金は１７６３億円と９２

３億円減で新型コロナ対策によります。 

 繰入金は定年引上げにより８９４億円と

約１０４億円増、諸収入は中小企業振興資

金の感染症対応特別資金償還を踏まえ３４

００億円計上したことなどから３６９３億

円と約３６６億円減、県債は１４０６億円で建設地方債１１９６億円が約１９２億円

増額になるものの臨時財政対策債２１０億円が約２４０億円減額となることから約４

８億円減となっております。 

 一般会計歳出では、人件費が５２８４億円と約２５９億円増、物件費が４３０億円

と約１０９億円減で感染症対応経費の減額によります。社会保障費が３５８３億円で

約７４億円増、投資的経費が２１６３億円と防災減災対策と県有施設の長寿命化対策

の関係から約２０８億円増、負担金、補助金、交付金などのその他消費手滝経費は７

１２２億円と約１２３３億円減で、感染症対策経費が約１１３０億円減額となり県税

収入減に伴い税関係交付金が約１９３億円減額になることによります。 

 公債費は２３２７億円と約３８１億円増、積立金は８３億円で約８６億円減、繰出

金は２９億円で約５億円減、予備費は１０億円で１０億円減となっております。 
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◎令和６年度千葉県当初予算の主な事業 

 次に令和６年度千葉県当初予算の主な事

業についてですが、総合計画の推進として

７１９９億６２００万円が計上され、その

内訳が、危機管理体制の構築と安全確保と

して５８７億５４００万円。千葉経済圏の

確立と社会資本の整備として４９８７億４

４００万円。未来を支える医療・福祉の充

実として３９３億１８００万円。子どもの

可能性を広げる千葉の確立として１０６５

億６０００万円。誰もがその人らしく生き

る・分かり合える社会の実現として３６億

５００万円。独自の自然・文化を活かした

魅力ある千葉の創造として１２９億８１０

０万円となりました（デジタル技術の活用

に関する事業費は各項目に内含）。 

 危機管理体制の構築と安全確保では、防

災基盤の整備として一宮川流域浸水対策特

別緊急事業などの河川改修、海岸保全施設

整備、土砂災害対策、農地防災対策や田ん

ぼダム、交通安全施設整備事業などが盛り

込まれ、千葉経済圏の確立と社会資本の整

備では、経済の活性化のために成田空港周

辺地域や京葉臨海コンビナートへの支援事

業、中小企業・雇用対策、人材育成・確保

への事業などが盛り込まれ、未来を支える

医療・福祉の充実では、保健医療福祉大学

の機能強化などが盛り込まれ、子どもの可

能性を広げる千葉の確立では、子どもの権

利擁護推進事業やキャリア教育・リカレン

ト教育の推進事業などが盛り込まれ、誰も

がその人らしく生きる・分かり合える社会

の実現では、連携・協働による社会づくり

の事業などが盛り込まれ、独自の自然・文

化を活かした魅力ある千葉の創造では、外

来種特別対策事業やスポーツ・文化の振興

事業などが盛り込まれました。 
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※県政・市政に関するご相談・ご意見・ご提案などお気軽にご連絡下さい。 
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